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〈は じ め に〉
2004年厚生労働省のが ん研究助成金 による 「がんの
社 会 学」の研 究班(山 口建 主 任研 究 者)に よって,
7,885人を対 象 と した 「がん体験者 の 「uみや負担 に関
する実態調査」が行 われ た。その結果,リ ンパ浮腫 に
よるむ くみで悩 んで いる患者が乳がんでは4位,子 宮
がんでは1位 と多数存在す るこ とが明 らか にな った。
にもかかわ らず,日 本で は リンパ浮腫 に対す る治療 が
依然立 ち遅 れた ままであ り,患 者 に対す る日常生活支
援 の中心 的立場 にある看護師 に,こ の領域 に も積極 的
にかかわる ことが期待 され てい る。
2005年夏 よ り本学の教 員数名で200時間 に及ぶ フェ
ルデ ィ式複合的 リンパ ドレナージ講'uを受講 し,セ ラ
ピス トの認定 を受 けた。その後2006年5月よ り,京 都
大 学 医学部 附属病 院 「女性 の こ ころ とか らだの相 談
室」 におい て,「リンパ 浮腫 セ ルフケ ア相談」 を開始
した。約一年 間の活動状況 を振 り返 り,報 告する。
〈相 談者 の 状況〉
総相談者数 は,130人(初診62人 再 来のべ68人)。
平均年齢 は56.7歳だった。 リンパ浮腫の部位は,右 下
肢23人,左 下肢2H人,両 下肢7人 で,そ の うち6人 に
は腹部 ・陰部 に も浮腫が見 られ た。 また,乳 がん後の
上肢4人 いた(図1,2)。
リンパ浮腫以外 の浮腫 に対 しフェルデ ィ式 リンパ ド
レナージ を実 施す る こ とは,心 臓 に負担 をかけ るな
ど,病 状 の悪化 をまね く可能性が高い。そのため当相
談 室で は,「リンパ 浮腫」 の診断 を受 けた患者 である
ことを,相 談 を受 ける第一の条件 としてい る。 また,
リンパ 浮腫 の合併症 出現時 には,少 しで も早 く医師の
診 断 を仰 ぐ必要性が あるこ とか ら,婦 人科の医師 よ り
当相談室へ の紹介状が あるこ とを条件 とし,婦 人科医
師 との連携 を重視 してい る。 しか し,循 環器系疾患患
者 や整形外科手術後の患者 な どか らも相談の要望が寄
せ られ,患 者 の期待 に沿 うこ とが 出来 ないケー ス も
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した後 医師に相談 して も 「我慢す る しか ない」 と,対
処 方法 につ いて の具体 的指導等 はなか った との こ と
だった。 そのため美容マ ッサ ージ,あ ん ま ・鍼灸,ハ
ドマー ・メ ドマー といったマ ッサー ジ器 による対処等
さまざまな方法 を試み た患者が多 く,リ ンパ浮腫患 者
の苦痛 の大 きさ,な ん とか対処 したい とい う強い願い
が感 じられた。
圧迫 ス トッキ ングについて は,「着用 した方が いい」
との説 明 を受 けている患者が多か った。 しか し,深 部
静脈血栓予 防用 のス トッキ ングを着用 していた り,圧
が適切 でない もの,ひ ざ下 までのハ イソ ックス タイプ
の ものな ど,リ ンパ浮腫 には不適切 なス トッキ ングを
着用 しているケースが数多 くみ られた。 また医師 よ り
ス トッキ ングを紹介 され ていて も,下 肢の周囲径 を正
し く測定 し個 々のサ イズ に適 したス トッキ ングを紹介
されているケースは極少数であ った。ス トッキ ングの
正 しい装着方法 の指導 を受 けた患者 はい なか った。そ
のため高額 なス トッキ ングを購入 して も,圧 迫する こ
とでの効果が得 られず,.ストッキ ングの着用 を中止 し
て しまった とい う患者が多 くみ られた。
皮膚 の肥厚 ・乾燥の 目立つ患者や蜂窩織炎 を繰 り返
している患者が ほ とん どで,日 常生活上の注意点 を正
し く理解 で きている患者 は稀であ った。 リンパ浮腫 の
ケ アにつ いて は,患 者 同士 で情報 交換 してい る程 度
で,情 報 をどこか ら入手すれ ばいいのか も分 らず,相
談 で きる所 もな く,自 分 ひ とりで悩んで きた とい う患
者 が多 く,「もっと早 くこん な相 談室が ほ しかった。
待 っていたの よ。」 との言葉 も聞かれた。
相談 を開始 して1年 を過 ぎ,相 談者の大半は再来者
が占める ようになった。 また,稀 に他機関の リンパ浮
腫専 門外来 での治療 を経験 してい る患者 もあ り,そ の
.多くはセル フケアの知識や技術 を求めて来室する とい
うよ り,日 常生活 の中での困難やセル フケ アを続ける
上 での悩 み を相談 したい と考 え来室 してい るように思
われる。
〈活 動 状 況〉
相談室 では,患 者が 日ごろの悩みやつ らさを十分吐
露 した上 で新 たな知識 を吸収 し,リ ンパ浮腫 と向 き合
いセル フケア行動 にむけての動機が高 まるように援 助
す る ことが重要 だ と考 えてい る。そのため,リ ラ ック
スで きる雰囲気づ くりに心 がけ,BGMに ピアノ曲 を
流 した り,ア ロマ セラ ピーを取 り入れ るなど,工 夫 し
ている。
相談 には1時 間を予定 し,週1回 木曜 日に2～3人
ず つの予約 を組 んで いるが,相 談者の状況 によ り相談
時間は1時 間半 に及ぶ こ とも多い。
まず,浮 腫 の発症状況や進行状況,蜂 窩織炎の既往









図4マ ッサ ー ジ指 導 に用 い るベ ッ ド ・病 衣
態 ・リンパ漏 の有無等 を視診 ・触診 によ り確認す る。
また,下 肢 の各部位 の周囲径 を測定 し,浮 腫の変化 を
経 時的 に確認 で きる ように してい る。
次 いで初診者 の場合,リ ンパ浮腫が生ず るメカニズ
ムや 日常生活上 の注意点 について,参 考図書や手作 り
のパ ンフレッ ト等(図3)を 活用 して説明 した上で,
セル フマ ッサ ージや圧迫 ス トッキ ングの履 き方 を指導
する。特 にマ ッサ ージについ ては,体 験 を通 して身 に
つ ける こ とがで きる よ うに時 間 をかけて指 導 してい
る。 まず,患 者 にはベ ッ ドのスペ ース に移動 して もら
い,着 衣 を と り病衣 のみ になって も らう(図 斗)。患
者 にベ ッ ドに臥位 になる ように声 をか け,最 初 に腹式
呼吸 の方法 を,続 いて肩 回 し,腋 窩のマ ッサー ジ,側
胸部 のマ ッサ ー ジへ と移 り,浮 腫が生 じてい る下肢や
上肢 は最後 に丁寧 に行 う、施術者がマ ッサー ジを行い
なが ら,マ ッサ ージの順序 ・圧 ・方向 ・ス ピー ドを指
導 している。家族が 同席 してい る場合 には,家 族 に施
術者 の横 に立つ ように促 しマ ッサ ージを間近 に観て も
らう と ともに,家 族 の手 を とっ て実際 にマ ッサ ージ
行 って もらい,さ らに患者か らの反応 を引 き出 しつつ
指導 する ように している。マ ッサ ージはあ くまでセル
フマ ッサー ジ指導 のため に実施 してい る ものではある
が,患 者 に快 の刺激 を提供す る と共 にスキ ンシ ップを
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通 して患者 との問に深い コ ミュニ ケー シ ョンが成立す
る とい う点 か らも,効 果 を感 じてい る。
ス トッキ ングについ ては,周 囲径 によ りサ イズ を決
定 し,説 明 しつつ実際 に着用 して もらってい る。着用
には15分近 い時 間を要 し,患 者 は負担感が強い。 しか
し,ス トッキ ングに よる圧迫 を加 えるこ とでの効果は
非常 に大 きい。 この点 を しっか り伝 え,継 続的 に着用
する ように励 ましてい る。再来者の多 くはス トッキ ン
グ着用が習慣化 し,浮 腫の改善が見 られてい る。
〈今後の課 題 ・展望〉
現 在,相 談 を希望す る患者が電話予約 してか ら実際
に相談 を受 ける まで,3-4ヶ 月 を要 してい る。再来
者 な らば経過 を見つつ心理面への支援 を行 うことが主
目的 なの で,ト ラブルが ない 限 り:i-4ヶ 月お きの
フォローア ップで も効果が期待で きる。 しか し初診者
の場合,少 しで も早 くセルフケアについての正 しい知
識 を習得す る ことが重要で ある。 自己の不適切 な判断
によ り蜂窩織 炎等 の トラブルを引 き起 こせば,そ れが
浮腫 を悪化 させ る大 きな要 因になるか らであ る。初診
者 に対す るセル フケア指導 を早い時期 に効果的 ・効率
的 に行 うシステム を,早 急 に確立す る必要があ る、 ま
た,患 者 のニーズに応 じた タイム リー な相談 を行 うた
め に,面 接相談以外 にテ レビ電話 を使 っての相談 も検
討 している。
セ ルフケア を正 しく実行 し続 けれ ば,浮 腫の悪化 を
防 ぎ,結 果 として患者 のQOLを 保つ こ とがで きる。
多 くの リンパ浮腫患者が正 しいセ ルフケ アを身 につけ
継続 で きる ように,今 後 も 「リンパ浮腫セル フケ ア相
談」 における活動 を継続 ・発展 させてい きたい と考え
ているD
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